
平成３０年度（創立１００周年）　国立武蔵野学院グランドデザイン（案）	
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通所・地域交流モデル事業「武蔵野わくわく塾（仮称）」	

社会的養護の子どもたちを作らないためのモデル事業を全国の児童自立支援施設に展開	

①入所機能（多様化・複雑化）	
②養成・研修機能　　③研究	

①権利擁護
の徹底	

②施設機能
の充実	

③人材育成・	
研修・研究	

　○　本学院が非行臨床をベースに長年実践してきた「入所機能」と「養成研修機能」に加え、本学院の　	
　　ハード・ソフト両面を最大限に活用した「通所」「相談」「交流」「里親（ファミリーホーム）支援」等をモデル事業	
　   として検討し、新たに『武蔵野わくわく塾(仮称)』を試行　	
　○　本事業の成果等を全国の児童自立支援施設等に紹介することにより、国立施設として自立支援の向上	
　　に寄与すると共に、社会的養護の子どもを作らない活動の一環となる取組とする。	
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（相談）	 交流	 体験	 里親支援	

（ﾌｧﾐﾘｰﾎｰﾑ）	 研究	 人材育成
（広報）	
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Withの精神	
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「これからの国立児童自立支援施設のあり方検討会」報告書(27年9月)	
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創立１００周年に向けて機能強化	


